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機械器具(16) 体温計 
⼀般医療機器 再使用可能な体温計プローブ 37340001 

体温プローブ
 

 
【形状・構造及び原理等】 
1. 形状・構造 
本品（体温プローブ）は、モニタ本体に接続して、体温をモニタリングするた
めに使用する。 
 
IACS 用体温プローブ Vista120 / 300 用体温プローブ 

  
Vista T100 用体温プローブ Vista120 用（互換コネクタ） 

 

 

Vista300 用（互換コネクタ）  
 

 

 

 
2. 原理 
温度変化を温度プローブのサーミスタの抵抗変化として測定する。 
 
【使⽤目的⼜は効果】 
体温計に接続し、体温測定のため、通常⾝体の開⼝部に挿⼊したり、体表
⾯に配置したりする器具をいう。本品は、⼀時的な使用、及び咽頭までの⼝
腔、⿎膜までの外⽿道または⿐腔のみでの短期的使用を意図しており、洗
浄して再使用することができる。 
 
 
 
 
 
 

 
【使⽤⽅法等】 
詳細は、接続先のモニタ本体の取扱説明書を参照すること。 
1. 測定の目的に適した体温プローブを選択する。 
2. 接続コネクタをモニタ本体に接続する。 
3. 体温プローブを患者の監視の部位に装着する。 
4. モニタ本体の操作により測定開始する。 
 
【使⽤上の注意】 
重要な基本的注意 
1. 体温プローブは、⾼周波ノイズを出すような電⼦機器の付近で使用し

ないこと。 
 
相互作⽤ 
併用禁忌(併用しないこと) 

医療機器の 
名称等 

臨床症状 
・措置方法 

機序・危険因⼦ 

MRI 検査室内 
(MRI環境下) 

併用 
/使用禁止 

磁場による吸引、誘導
起電⼒による発熱によ
る火傷の恐れ 

 
併用注意(併用に注意すること) 

医療機器の 
名称等 

臨床症状 
・措置方法 

機序・危険因⼦ 

電気メス 電気メスのシステム
から遠ざけて下さい 

熱傷が⽣じる恐れがあ
るため 

 
【保管⽅法及び有効期間等】 
有効期間 
包装上のラベルの使用期限を参照 
 
【保守・点検に係る事項】 
使⽤者による保守点検事項 
詳細は、取扱説明書を参照ください。 
– 破損してないか。 
– 接続コネクタ内が汚れてないか。 
– モニタ本体と接続が、ゆるみなくしっかり接続しているか。 
– 汚れていないか。 
体温プローブが汚れている場合は、清潔な布に中性洗剤を含ませてよくふき
とります。消毒は、3%の過酸化⽔素⽔か⼜は 70%のアルコール液を含んだ
布でよく拭きとります。 
 
【製造販売業者の⽒名⼜は名称等】 
製造販売業者︓ドレーゲルジャパン株式会社 
住所       ︓東京都品川区上⼤崎 2-13-17 目⿊東急ビル 
電話番号    ︓03-6447-7200 

【禁忌・禁⽌】 
併⽤医療機器「相互作⽤の項参照」 
1. MRI環境下では、使用しないこと。 

[誘導起電⼒による発熱等で、患者が損傷を負う恐れがある。] 
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